
第
Ⅲ
部

選
挙
が
壊
す
社
会
、生
み
出
す
絆
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Ⅰ
選
挙
と
農
村
社
会

選
挙
は
社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
か
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と

だ
が
、
選
挙
と
は
、
権
力
者
を
有
権
者
が
投
票
に
よ
っ
て
選
ぶ
仕
組

み
で
あ
る
。
伝
統
的
権
力
者
が
、
選
挙
に
よ
っ
て
権
力
者
と
し
て
の

新
た
な
正
統
性
を
獲
得
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
権
力
と
は

無
縁
で
あ
っ
た
者
が
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、
権
力
を
獲
得
す
る
こ

と
も
あ
る
。
多
数
決
原
則
に
よ
り
一
票
で
も
多
く
の
票
を
獲
得
し
た

者
が
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
る
た
め
、
選
挙
に
は
常
に
不
確
実
性
が

伴
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
選
挙
は
時
と
し
て
暴
力
を
伴
う
激
し
い
競
合
を

生
み
出
し
て
き
た
。

現
在
で
は
選
挙
制
度
は
私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
よ
う
に
存

在
し
て
い
る
が
、
選
挙
権
獲
得
運
動
の
歴
史
が
示
す
と
お
り
、
多
く

の
国
に
と
っ
て
普
通
選
挙
が
実
現
し
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
以
降

の
話
に
す
ぎ
な
い
。
権
威
主
義
体
制
が
存
在
し
た
途
上
国
に
と
っ
て

は
、
自
由
で
公
正
な
選
挙
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
た
の
は
、
ご
く
最

近
の
話
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
普
通
選
挙
と
い
う
仕
組
み
は
比
較

的
新
し
い
制
度
で
あ
る
と
同
時
に
、
民
主
化
の
動
き
が
絶
え
間
な
く

続
く
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
強
い
正
統
性
を
持
っ
て
い
る
。

正
統
性
の
源
泉
の
一
つ
が
、
一
人
一
票
に
象
徴
さ
れ
る
平
等
原
則

で
あ
る
。
金
持
ち
で
あ
ろ
う
が
貧
乏
人
で
あ
ろ
う
が
、
一
人
が
一
票

し
か
持
た
な
い
点
で
は
平
等
で
あ
り
、
一
票
が
平
等
の
価
値
を
持
つ

が
故
に
多
数
決
が
原
則
と
さ
れ
る
。
多
数
決
に
よ
っ
て
権
力
者
が
選

ば
れ
、
選
ば
れ
た
権
力
者
の
多
数
に
よ
っ
て
憲
法
を
頂
点
と
す
る
法

律
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
法
に
基
づ
い
て
権
力
が
行
使
さ
れ
る
。
こ
の

仕
組
み
は
、
多
数
の
支
持
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
伝
統
的
な
支

第
Ⅲ
部 

選
挙
が
壊
す
社
会
、
生
み
出
す
絆

選
挙
と
村
人
―
イ
ン
ド
最
貧
州
に
お
け
る
民
主
主
義
の
実
践

中
溝
和
弥

配
構
造
と
は
か
な
り
異
質
な
世
界
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
選
挙
の
持
つ
こ
の
よ
う
な
平
等
性
は
、
そ
れ
ま
で
選

挙
が
存
在
し
な
か
っ
た
伝
統
的
社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
だ
ろ
う

か
。
と
り
わ
け
、
不
平
等
を
構
造
的
に
抱
え
る
伝
統
社
会
を
ど
の
よ

う
に
変
え
た
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、

途
上
国
の
な
か
で
は
例
外
的
に
民
主
主
義
を
独
立
以
来
維
持
し
、
普

通
選
挙
を
定
期
的
に
実
施
し
て
き
た
イ
ン
ド
の
事
例
を
検
討
す
る＊

１

。

な
か
で
も
カ
ー
ス
ト
制
度
の
縛
り
が
厳
し
い
と
さ
れ
、
か
つ
最
貧
州
の

一
つ
で
あ
る
ビ
ハ
ー
ル
州
の
一
村
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
検
証
し
た
い
。

選
挙
と
い
っ
て
も
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
下
院
選
挙
、
州
議
会
選
挙
、

県
・
郡
・
村
の
三
層
構
造
か
ら
な
る
地
方
自
治
体
選
挙
で
あ
る
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
選
ば
れ
る
代
表
が
か

か
わ
る
権
力
行
使
の
範
囲
は
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
、
州
議
会

選
挙
、
下
院
選
挙
の
順
に
広
く
な
る
が
、
代
表
を
選
出
す
る
場
で
あ

る
村
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
村
人
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
選
挙
は
、

パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
下
院
選
挙
は
代

表
の
権
力
行
使
の
範
囲
の
広
さ
故
に
、
村
人
に
と
っ
て
最
も
縁
遠
い

選
挙
と
な
る
。
調
査
村
に
お
い
て
あ
る
指
定
カ
ー
ス
ト
（
か
つ
て
の

不
可
触
民
）
は
、「
デ
リ
ー
で
起
こ
る
こ
と
は
我
々
に
は
わ
か
ら
な

い
」
と
述
べ
た
が＊

２

、
こ
の
認
識
は
彼
一
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

同
時
に
、
あ
る
別
の
指
定
カ
ー
ス
ト
は
、「（
貧
困
層
の
た
め
の
住
宅

建
設
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
）
イ
ン
デ
ィ
ラ
住
宅
計
画
を
使
っ
て
家
を
建

て
て
く
れ
る
と
言
う
か
ら
村
長
に
投
票
し
た
」
と
二
〇
〇
四
年
に

語
り＊

３

、
一
〇
年
後
の
二
〇
一
四
年
に
は
、
自
分
が
貧
困
層
に
認
定
さ
れ

る
に
は
現
在
の
村
長
が
再
選
さ
れ
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
述

べ
た＊

４

。
こ
の
よ
う
に
村
人
の
生
活
に
直
結
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
、

村
の
選
挙
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
稿
の
課
題
で
あ
る
選
挙
が
農
村
社
会
に
与
え
る
影
響
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
村
民
の
生
活
に
最
も
近
い
村
の
選
挙
が
重
要
な
意
味
を

持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
の
な
か
で
も
最
下
層
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
村
の
選

挙
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
下
院
選
挙
、
州
議
会
選
挙
な
ど
村
人
か
ら

は
よ
り
遠
い
存
在
に
な
る
選
挙
も
交
え
て
、
選
挙
が
農
村
社
会
に
与

え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

Ⅱ
社
会
の
構
成

１
ビ
ハ
ー
ル
州
の
社
会

選
挙
が
農
村
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
提
と

し
て
、
ビ
ハ
ー
ル
州
の
社
会
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
鍵
と

な
る
の
は
、
カ
ー
ス
ト
、
宗
教
、
そ
し
て
階
級
で
あ
る
。
ま
ず
カ
ー

ス
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
に
身
分
制
と
し
て
の
側
面
、
第
二

に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
側
面
、
最
後
に
利
益
集
団
と
し
て

の
側
面
と
い
う
、
三
つ
の
側
面
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
あ
る＊

５

。
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う
。
イ
ン
ド
は
独
立
後
直
ち
に
、
か
つ
て
の
不
可
触
民
、
お
よ
び
部
族

民
の
地
位
向
上
を
図
る
た
め
に
、
彼
ら
を
憲
法
で
指
定
カ
ー
ス
ト
／

部
族
と
し
て
認
定
し
、
議
会
、
公
務
員
職
、
教
育
機
関
に
一
定
の
留

保
枠
を
設
け
た
。
同
じ
く
、
シ
ュ
ー
ド
ラ
に
属
す
る
と
さ
れ
た
後
進

カ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
も
、
長
い
論
争
と
政
治
的
闘
争
の
結
果
と
し

て
、
公
務
員
職
に
関
し
て
留
保
制
度
が
導
入
さ
れ
た
（
中
溝 

二
〇

一
二
：
七
九
―
一
〇
二
、
二
三
八
―
二
四
九
、
二
七
六
―
二
八
三
）。

そ
う
な
る
と
、
今
度
は
後
進
カ
ー
ス
ト
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
公
務
員

職
に
優
先
的
に
就
職
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
新
し
い
状
況
を
受

け
て
、
な
か
に
は
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
の
リ
ン
ガ
ー
ヤ
ッ
ト
・
カ
ー
ス

ト
の
よ
う
に
、
長
年
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
化
の
成
果
と
し
て
上
位

カ
ー
ス
ト
と
認
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
度
は
逆
に
後
進

カ
ー
ス
ト
と
し
て
の
認
定
を
求
め
て
、
運
動
の
方
向
を
逆
転
さ
せ
る

事
例
が
出
て
き
た
（Srinivas 1995: 114-115

）。
カ
ー
ス
ト
位
階
の

下
降
よ
り
も
公
務
員
職
の
獲
得
と
い
う
実
利
を
優
先
す
る
運
動
は
、

カ
ー
ス
ト
の
利
益
集
団
と
し
て
の
機
能
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
カ
ー
ス
ト
集
団
の
ビ
ハ
ー
ル
州

に
お
け
る
構
成
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

表
１
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
ビ
ハ
ー
ル
州
が
分
離
す
る
前
の
社
会
集

団
構
成
で
あ
る
。
上
位
カ
ー
ス
ト
、
後
進
カ
ー
ス
ト
、
指
定
カ
ー
ス

ト
の
比
率
は
、
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
お
り
、
平
均
的
な
構
成

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
最
大
の
カ
ー
ス
ト
集
団
は
上
層
後
進
カ
ー
ス
ト

の
ヤ
ー
ダ
ヴ
で
あ
り
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
総
計
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
。

第
一
の
身
分
制
は
、
バ
ラ
モ
ン
を
頂
点
と
し
不
可
触
民
を
最
下
層

と
す
る
身
分
秩
序
で
あ
り
、
ヴ
ァ
ル
ナ
と
ジ
ャ
ー
テ
ィ
と
い
う
二
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ヴ
ァ
ル
ナ
（
種
姓
）
と
は
、
バ

ラ
モ
ン
（
祭
司
階
級
）、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
（
統
治
者
階
級
）、
ヴ
ァ
イ

シ
ャ
（
一
般
庶
民
）、
シ
ュ
ー
ド
ラ
（
上
位
三
ヴ
ァ
ル
ナ
に
奉
仕
す
る

階
級
）
の
四
つ
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
下
に
不
可
触
民
が
付
け

加
え
ら
れ
て
、
五
ヴ
ァ
ル
ナ
制
と
言
う
べ
き
も
の
と
な
っ
た
（
小
谷 

二
〇
〇
三
：
一
一
七
―
一
一
八
）。
元
来
「
生
ま
れ
」
を
意
味
す
る

ジ
ャ
ー
テ
ィ
は
、
こ
の
五
ヴ
ァ
ル
ナ
の
い
ず
れ
か
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
身
分
制
が

確
固
と
し
て
存
在
す
る
一
方
で
、
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
（
中
溝 

二
〇
一
二
：
六
八
―
七
二
）。
二
〇

〇
〇
と
も
三
〇
〇
〇
と
も
存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
ジ
ャ
ー
テ
ィ
間
の

身
分
関
係
は
、
最
初
か
ら
明
確
に
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く＊

６

、

そ
れ
故
に
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
が
一
九
〇
一
年
、
一
九
一
一
年
の

セ
ン
サ
ス
で
カ
ー
ス
ト
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
際
に

は
、
イ
ン
ド
社
会
に
大
き
な
反
響
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
る
（
藤
井 

二
〇
〇
三
：
六
四
、
七
八
、
三
瀬 

二
〇
〇
〇
：
四
七
九
―
四
八
〇
、

四
八
三
―
四
八
四
）。
具
体
的
に
は
、
植
民
地
政
府
が
定
め
た
序
列

へ
の
異
議
申
し
立
て
が
相
次
い
だ
こ
と
に
加
え
、
ヴ
ァ
ル
ナ
位
階
で

シ
ュ
ー
ド
ラ
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ー
テ
ィ
が
、
ク
シ
ャ
ト

リ
ア
属
性
を
主
張
し
て
上
位
カ
ー
ス
ト
へ
の
上
昇
を
試
み
る
運
動
を

活
発
化
さ
せ
た
。
一
例
と
し
て
、
牛
飼
い
カ
ー
ス
ト
と
し
て
北
イ
ン

ド
一
帯
に
存
在
す
る
ヤ
ー
ダ
ヴ
・
カ
ー
ス
ト
を
取
り
上
げ
よ
う
。

ヤ
ー
ダ
ヴ
・
カ
ー
ス
ト
は
、
地
域
に
よ
っ
て
ゴ
ア
ラ
ー
、
ア
ヒ
ー

ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
（Srinivas 1995: 98-

100 ; Blair 1969: 61 ; Frankel 1990: 63-65 ; Singh 1998: 3693-
3696

）。
こ
の
牛
飼
い
カ
ー
ス
ト
が
身
分
の
向
上
を
目
指
し
て
結
成

し
た
の
が
、
全
イ
ン
ド
・
ヤ
ー
ダ
ヴ
会
議
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の

シ
ュ
ー
ド
ラ
で
は
な
く
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
属
性
を
主
張
し
て
、
菜
食

主
義
な
ど
バ
ラ
モ
ン
の
生
活
習
慣
を
取
り
入
れ
る
運
動
を
展
開
し

た
。
社
会
学
者
シ
ュ
リ
ニ
ヴ
ァ
ス
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
化
と
定
式
化

し
た
こ
の
過
程
が
示
す
よ
う
に
（Srinivas 1956: 481-496

）、
身
分

制
は
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
一
方
で
、
カ
ー
ス
ト
間
の
関
係
は
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
変
動
す
る
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
側
面
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
化
に
引
き
付
け
て
考
え
る
と
よ
り
明
確
に
な
る
。
先
述
の
ヤ
ー
ダ

ヴ
・
カ
ー
ス
ト
の
事
例
で
は
、
セ
ン
サ
ス
調
査
の
際
に
、
呼
称
を

ヤ
ー
ダ
ヴ
で
統
一
す
る
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
牛
飼
い
カ
ー
ス
ト

が
ヤ
ー
ダ
ヴ
と
し
て
の
帰
属
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
化
が
め
ざ
し
た
も
の
は
身
分
の
向
上
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
過
程
で
仲
間
意
識
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
側
面
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
の
利
益
集
団
と
し
て
の
側
面
は
、
独
立
後
の
留
保
制
度
に
代

表
さ
れ
る
積
極
的
格
差
是
正
措
置
の
展
開
が
象
徴
的
な
事
例
と
な
ろ

カテゴリー カースト 総人口比
上位カースト バラモン（Brahmin） 4.7

ブーミハール（Bhumihar） 2.9
ラージプート（Rajput） 4.2
カヤスタ（Kayastha） 1.2

上位カースト総計 13.0
上層後進カースト

（Upper backward caste）
バニア（Bania） 0.6
ヤーダヴ（Yadav） 11.0
クルミ（Kurmi） 3.6
コイリ／コエリ（Koiri／Koeri） 4.1
上層後進総計 19.3

下層後進カースト
（Lower backward caste） 下層後進総計 32.0

後進カースト総計 51.3
ムスリム 12.5
指定カースト（ダリト） 14.4
指定部族 9.1

合計 100.0

表1　ビハール州（分離前）における社会集団構成

（出所）Blair 1980: 65, Table 1. 翻訳
は筆者作成。

（ 注1）Blairは、 ベ ン ガ ル 語 話 者
（2.5％）を組み入れない場合の比率（コ
ラムA）と組み入れた場合の比率（コ
ラムB）の二種類を作成しているが、
本表では「コラムA」を採用した。

（注2）「上層後進カースト」カテゴリー
に該当する「コイリ（Koiri）／コエリ

（Koeri）」カーストには、表記のよう
に二つの呼称が存在する。ブレアは
「コイリ（Koiri）」としているが、他の
文献では「コエリ（Koeri）」とされるこ
とが多いことから、本稿においては
「コエリ」で統一することととする。
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一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ビ
ハ
ー
ル
州
の
政
治
変
動
は
、
こ
の
ヤ
ー
ダ

ヴ
・
カ
ー
ス
ト
の
結
束
が
一
つ
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
た
（
中
溝 

二
〇
一
二
：
二
三
三
―
二
四
九
）。

次
に
宗
教
集
団
で
あ
る
。
ビ
ハ
ー
ル
州
の
宗
教
集
団
構
成
も
、

カ
ー
ス
ト
集
団
と
同
じ
く
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
。
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
が
多
数
派
と
し
て
八
割
強
を
占
め
る
一
方
、
ム
ス
リ
ム

は
、
一
二
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
を
単
独
の
集
団
と
し

て
考
え
れ
ば
、
ヤ
ー
ダ
ヴ
を
上
回
り
上
位
カ
ー
ス
ト
総
計
に
迫
る
人

口
規
模
を
有
し
て
お
り
、
小
選
挙
区
制
の
イ
ン
ド
で
は
人
口
比
以
上

の
重
要
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
先
述
し
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
の

政
治
変
動
に
ム
ス
リ
ム
票
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
（
中
溝 

二

〇
一
二
：
二
〇
五
―
二
三
二
）。

最
後
に
階
級
で
あ
る
。
表
２
は
、
一
九
八
〇
年
時
点
で
の
カ
ー
ス

ト
と
農
地
所
有
の
関
係
を
示
し
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。

上
位
カ
ー
ス
ト
の
九
一
・
四
％
が
富
農
・
地
主
に
属
し
、
指
定

カ
ー
ス
ト
の
九
六
・
五
％
が
貧
農
・
貧
中
農
に
属
す
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
カ
ー
ス
ト
位
階
と
階
級
（
農
地
所
有
規
模
）
が
ほ
ぼ

対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
、
上
層
後
進
カ
ー
ス
ト

の
三
〇
％
強
は
富
農
・
地
主
に
属
し
、
後
進
カ
ー
ス
ト
で
あ
っ
て

も
、
裕
福
な
層
が
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
の
経
済
的
台
頭
が
、
社
会
、
そ
し
て
政
治
の

変
化
を
生
み
出
す
背
景
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
調
査
村
ム
ル

ホ
村
の
事
例
に
則
し
て
後
述
す
る
。

２
調
査
村
ム
ル
ホ
村
の
社
会

ム
ル
ホ
村
は
、
ビ
ハ
ー
ル
州
東
部
の
コ
シ
川
流
域
に
属
す
る＊

７

。
コ
シ

川
は
し
ば
し
ば
氾
濫
す
る
こ
と
で
有
名
で
、
近
年
で
は
二
〇
〇
八
年

に
、
ネ
パ
ー
ル
領
内
の
堤
防
が
決
壊
し
大
規
模
な
水
害
が
起
こ
っ
た
。

ム
ル
ホ
村
は
高
台
に
位
置
し
た
た
め
比
較
的
難
を
逃
れ
た
が
、
近
辺

一
帯
は
水
没
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
独
立
当
初
は
慢
性

的
に
発
生
す
る
洪
水
の
た
め
開
発
は
遅
れ
、
コ
レ
ラ
な
ど
の
疫
病
が

流
行
す
る
瘴
癘
地
で
あ
っ
た＊

８

。
現
在
は
、
コ
シ
川
の
水
利
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
状
況
は
比
較
的
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
ム
ル
ホ
村

の
位
置
す
る
マ
デ
プ
ラ
県
の
中
心
都
市
マ
デ
プ
ラ
市
で
も
電
気
は
日

に
四
〜
五
時
間
し
か
通
電
し
な
い
な
ど
、
依
然
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
に

問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ム
ル
ホ
村
で
も
二
〇
一
〇
年
州
議
会
選
挙
前

か
ら
電
化
が
徐
々
に
進
ん
だ
が
、
電
線
が
盗
ま
れ
る
な
ど
し
て
二
〇
一

四
年
五
月
時
点
で
も
多
く
の
家
庭
に
電
気
は
供
給
さ
れ
て
い
な
い
。

最
初
に
、
ム
ル
ホ
村
の
社
会
構
成
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
表
３

は
、
二
〇
〇
四
年
下
院
選
挙
時
点
で
の
有
権
者
の
カ
ー
ス
ト
構
成
を

示
し
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。

表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ヤ
ー
ダ
ヴ
・
カ
ー
ス
ト
が
六
二
・
三
％

と
圧
倒
的
な
多
数
を
占
め
、
指
定
カ
ー
ス
ト
の
ム
サ
ハ
ー
ル
が
一

五
・
三
％
と
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
両
者
を
合
わ
せ
て
ム
ル
ホ
村
の

約
八
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。

ヤ
ー
ダ
ヴ
・
カ
ー
ス
ト
の
優
位
は
、
数
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ム
ル

ホ
村
に
は
、
独
立
以
前
に
三
〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
所
有
し
た

と
さ
れ
る
大
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
の
マ
ン
ダ
ル
家
が
存
在
し＊

９

、
独
立
後
も

大
地
主
と
し
て
の
経
済
力
と
、
ム
ル
ホ
村
で
は
優
位
カ
ー
ス
ト
と
な

る
ヤ
ー
ダ
ヴ
の
社
会
的
権
威
に
基
づ
き
、
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し

て
き
た
。
マ
ン
ダ
ル
家
当
主
の
Ｂ
・
Ｐ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
は
一
九
五
一

年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
第
一
回
州
議
会
選
挙
で
州
議
会

議
員
と
し
て
当
選
の
後
、
一
九
六
七
年
選
挙
で
下
院
議
員
に
も
当
選

し
、
翌
一
九
六
八
年
に
は
ビ
ハ
ー
ル
州
で
後
進
カ
ー
ス
ト
出
身
者
と

し
て
初
め
て
州
首
相
に
就
任
す
る
な
ど
、
政
治
家
と
し
て
成
功
し

た
。
い
わ
ば
、
大
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
と
し
て
の
社
会
的
権
威
・
経
済
力

を
有
し
た
伝
統
的
な
権
力
者
が
、
普
通
選
挙
を
通
じ
て
権
力
者
と
し

て
の
新
た
な
正
統
性
を
獲
得
し
た
事
例
と
言
え
る
。

下
院
選
挙
、
州
議
会
選
挙
と
い
っ
た
村
人
と
は
距
離
が
あ
る
選
挙

の
み
な
ら
ず
、
村
の
政
治
に
お
い
て
も
マ
ン
ダ
ル
家
の
影
響
力
は
圧

倒
的
で
あ
っ
た
。
ビ
ハ
ー
ル
州
に
お
い
て
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度

が
導
入
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
村
長
職
は
マ
ン
ダ
ル
家

出
身
の
ス
バ
ー
シ
ュ
氏
が
、
二
〇
〇
一
年
村
長
選
挙
で
敗
北
す
る
ま

上位
カースト

上層後進
カースト

下層後進
カースト

指定
カースト

貧農・貧中農 7.9 51.8 89.5 96.5
中農 0.7 17.5 2.6 1.5
富農・地主 91.4 30.7 7.9 2.0

表2　ビハール州におけるカーストと農地所有の関係
（1980年）

（出所）Prasad 1989: 104, Table A.
（注）数値は％表示。貧農・貧中農、中農、富農を区分する具体的な
基準については、言及がない。

カテゴリー カースト 人数（人口比）
上位カースト バラモン（Brahman） 　     84（1.6）
上層後進カースト ヤーダヴ（Yadav） 3,184（62.3）

バニア（Bania） 　     49（1.0）
下層後進カースト バライ（Barai） 　     14（0.3）

ダヌック（Dhanuk） 　       9（0.2）
ハルワーイー（Halwai） 　     96（1.9）
カルワール（Kalwar） 　     42（0.8）
カマール（Kamar） 　     29（0.6）
カヌー（Kanu） 　     25（0.5）
マリ（Mali） 　     17（0.3）
マッラー（Mallah） 　     54（1.1）
ナイー（Nai） 　     56（1.1）
サオ（Sah） 　     31（0.6）
タッタマー（Tattama） 　    126（2.5）
テーリー（Teli） 　     12（0.2）

指定カースト チャマール（Chamar） 　    248（4.9）
ムサハール（Musahar） 779（15.3）
ドービー（Dhobi） 　     16（0.3）
ドゥーム（Dom） 　     14（0.3）

ムスリム 　    222（4.3）
合計 　  5,107（100）

表3　ムルホ村における有権者の社会集団構成（2004年）

（出所）選挙管理委員会資料と現地調査より筆者作成。
（注）2004年有権者名簿に基づいた有権者の社会構成（人数・人口比）
を表記している。インドにおいては、18歳以上の男女に投票権が与
えられている。括弧内は有権者総数に対する比率（％）を示す。
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で
務
め
て
き
た
。
現
在
の
よ
う
な
形
で
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
が

整
備
さ
れ
る
の
は
、
ビ
ハ
ー
ル
州
に
お
い
て
は
二
〇
〇
一
年
以
降
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
選
挙
制
度
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
の
、
選
挙
自
体
は
行
わ
れ
て
い
た
。
ス
バ
ー
シ
ュ
氏
は

こ
れ
ら
の
選
挙
で
も
勝
利
し
て
お
り
、
こ
れ
も
伝
統
的
な
支
配
層
が

選
挙
に
よ
っ
て
新
た
な
正
統
性
を
獲
得
し
た
事
例
と
指
摘
で
き
る
。

Ⅲ
伝
統
的
支
配
の
凋
落

１
選
挙
を
戦
う
マ
ン
ダ
ル
家

し
か
し
、
マ
ン
ダ
ル
家
の
影
響
力
も
変
化
を
免
れ
な
か
っ
た＊

10

。
影

響
力
衰
退
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
た
の
は
、
選
挙
で
あ
る
。
表
４

が
示
す
よ
う
に
、
州
首
相
を
経
験
し
た
先
代
の
時
代
は
、
村
人
は
お

お
む
ね
Ｂ
・
Ｐ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
を
支
持
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
Ｂ
・
Ｐ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
が
引
退

し
、
息
子
の
Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
が
政
治
活
動
を
引
き
継
ぐ
と
、

村
人
の
態
度
は
変
化
す
る
。
多
数
派
で
あ
る
ヤ
ー
ダ
ヴ
・
カ
ー
ス
ト

の
な
か
で
Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
に
対
す
る
支
持
は
次
第
に
減
少

し
、
選
挙
区
全
体
に
お
い
て
も
Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
は
、
会
議
派

候
補
と
し
て
戦
っ
た
一
九
八
〇
年
州
議
会
選
挙
で
敗
北
す
る
。
一
九

九
〇
年
州
議
会
選
挙
に
も
会
議
派
候
補
と
し
て
立
候
補
す
る
が
敗
北

し
、
ム
ル
ホ
村
で
は
ヤ
ー
ダ
ヴ
・
カ
ー
ス
ト
の
多
く
が
Ｍ
・
Ｋ
・
マ

ン
ダ
ル
氏
を
支
持
し
な
い
状
況
で
あ
っ
た
（
表
５
）。

お
膝
元
で
の
不
人
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏

は
挑
戦
を
続
け
る
。
初
挑
戦
か
ら
二
五
年
後
の
二
〇
〇
五
年
二
月
州

議
会
選
挙
で
つ
い
に
初
当
選
を
果
た
し
、
同
年
十
一
月
州
議
会
選
挙

に
お
い
て
も
再
選
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
州
議
会
選
挙
で

は
、
所
属
政
党
で
あ
る
ジ
ャ
ナ
タ
ー
・
ダ
ル
（
統
一
派
）
か
ら
公
認

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
失
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

州
議
会
選
挙
で
の
敗
北
自
体
は
、
先
代
も
一
九
五
七
年
州
議
会
選

挙
で
経
験
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地
元
ム
ル
ホ
村
で
の
支
持
は
固

か
っ
た
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
息
子
は
ム
ル
ホ
村
で
の
支
持
を
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
投
票
行
動
に
お
け
る
政
党

の
重
要
性
、
候
補
者
の
資
質
、
経
済
関
係
の
変
化
と
い
う
三
点
に
整

理
し
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
第
一
点
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
投
票
行
動
に
お
い
て
党
と
人

の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
一
九
八
〇
年
州
議

会
選
挙
で
Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
に
投
票
し
な
か
っ
た
ヤ
ー
ダ
ヴ
・

カ
ー
ス
ト
の
多
く
は
、
後
進
カ
ー
ス
ト
の
利
益
を
代
表
す
る
と
目
さ

れ
て
い
た
社
会
主
義
政
党
に
投
票
し
た
（
表
６
）。

こ
れ
に
対
し
、
Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
が
公
認
を
得
た
会
議
派

は
、
上
位
カ
ー
ス
ト
に
よ
る
伝
統
的
支
配
を
体
現
す
る
政
党
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
は
、
全
国
的
に
も

ジ
ャ
ー
ト
・
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
チ
ャ
ラ
ン
・
シ
ン
が
非
上
位
カ
ー

ス
ト
出
身
者
と
し
て
初
め
て
首
相
に
就
任
す
る
な
ど
、
後
進
カ
ー
ス

ト
の
台
頭
が
明
確
な
形
を
徐
々
に
取
り
始
め
て
い
た
。
ビ
ハ
ー
ル
州

に
お
い
て
も
、
下
層
後
進
カ
ー
ス
ト
出
身
の
カ
ル
プ
ー
リ
・
タ
ー
ク

ル
が
、
ジ
ャ
ナ
タ
ー
党
政
権
の
州
首
相
と
し
て
安
定
政
権
を
樹
立
す

る
こ
と
に
成
功
し
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
後
進
カ
ー
ス
ト
に
対
す

る
留
保
制
度
の
実
施
を
州
レ
ベ
ル
で
実
現
す
る
（
中
溝 

二
〇
一
二
：

九
二
―
一
〇
五
）。
社
会
主
義
政
党
の
こ
の
よ
う
な
実
績
か
ら
、
社

会
主
義
政
党
は
後
進
カ
ー
ス
ト
の
利
益
を
代
弁
す
る
政
党
と
し
て
の

信
頼
を
勝
ち
え
て
い
く
。
こ
の
傾
向
は
、
一
九
九
〇
年
州
議
会
選
挙

で
、
ラ
ル
ー
・
プ
ラ
サ
ー
ド
・
ヤ
ー
ダ
ヴ
率
い
る
ジ
ャ
ナ
タ
ー
・
ダ

ル
政
権
が
会
議
派
支
配
を
打
ち
破
り
、
後
進
カ
ー
ス
ト
が
上
位
カ
ー

ス
ト
か
ら
奪
権
す
る
下
剋
上
の
成
功
に
よ
っ
て
よ
り
強
固
に
な
っ
た

（
中
溝 

二
〇
一
二
：
二
三
三
―
二
三
八
）。

と
は
い
え
、
第
二
に
、
候
補
者
本
人
に
魅
力
が
あ
れ
ば
、
所
属
政

党
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
お
膝
元
で
は
支
持
を
集
め

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
に
は
、
こ
の
点
が

欠
如
し
て
い
た
。
先
代
に
対
す
る
評
価
と
は
対
照
的
に
、
村
人
は

Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
に
つ
い
て
、
親
し
み
に
欠
け
る
な
ど
肯
定
的

カースト 支持 不支持 不明 合計
ヤーダヴ 6 2 1 9
その他後進カースト 2 ─ ─ 2
指定カースト 1 2 3
ムスリム 1 1
合計 10 4 1 15

表4　B・P・マンダル氏に関するムルホ村民の投票行動

（出所）現地調査（2004年2～5月、2005年2月）より筆者作成。
（注）聞き取りを行った52人のうち、回答を得られた15人の投票行動
を記している。数値は人数を示している。
質問は、「B・P・マンダル氏の存命中は、同氏を支持したか」という形
で行った。同氏が最後に戦った1980年選挙選挙から25年が経過して
おり、当時は子どもであったため投票権を持っていなかった者、まだ
生まれていない者もおり、また投票権を持っていた者であっても、忘
れたと回答した者もいた。

カースト INC JD CPM その他 合計
ヤーダヴ 1 12 1 0 14
その他後進
カースト 0 2 0 0 2

指定カースト 7 1 0 1 9
ムスリム 0 4 0 0 4
合計 8 19 1 1 29

表5　ムルホ村投票行動（1990年州議会選挙）

（出所）現地調査（2004年2～5月、2005年2月）より筆者作成。
（注）聞き取りを行った52人のうち、回答を得られた29人の投票行
動を記している。数値は人数を示す。1990年選挙に関し回答が得ら
れた指定カーストはムサハールのみだった。「その他」に該当する政
党はジャナター党であった。

（略号）「その他後進」：ヤーダヴ以外の後進カースト。INC：インド
国民会議派（Indian National Congress）。JD：ジャナター・ダル

（Janata Dal）。CPM：インド共産党（マルクス主義）（Communist 
Party of India［Marxist］）。
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な
評
価
を
与
え
な
い
（
中
溝 

二
〇
一
二
：
一
〇
七
―
一
〇
八
）。
州

議
会
議
員
に
な
っ
て
か
ら
も
、
二
〇
〇
八
年
大
洪
水
の
際
に
は
自
ら

先
頭
を
切
っ
て
州
都
パ
ト
ナ
ー
に
逃
げ
た
、
と
し
て
村
人
に
嘲
笑
さ

れ
る
な
ど
、
評
価
の
低
さ
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
っ
た＊

11

。
有
権
者
の
投

票
行
動
が
、
候
補
者
よ
り
も
政
党
を
重
視
す
る
方
向
に
動
い
て
い
た

こ
と
に
加
え
て
、
候
補
者
本
人
に
魅
力
が
欠
け
て
い
た
こ
と
を
要
因

と
し
て
指
摘
で
き
る
。

最
後
に
、
い
く
ら
所
属
政
党
が
異
な
る
と
は
い
え
、
さ
ら
に
候
補

者
本
人
に
魅
力
が
な
い
と
は
い
え
、
マ
ン
ダ
ル
家
の
影
響
力
が
十
分

に
強
け
れ
ば
、
村
人
へ
支
持
を
強
要
す
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ

う
。
こ
の
最
後
の
拠
り
所
も
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
た
。
契
機
と
な
っ
た

の
は
、
緑
の
革
命
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
導
入
さ
れ
た
緑
の
革
命
は
、
ビ
ハ
ー
ル

州
で
は
一
九
七
〇
年
代
前
半
か
ら
小
麦
革
命
と
し
て
始
ま
り
、
小
麦

生
産
量
が
次
第
に
伸
び
て
い
っ
た
（
図
１
）。

緑
の
革
命
に
最
も
積
極
的
に
呼
応
し
た
の
が
、
後
進
カ
ー
ス
ト
農

民
、
な
か
で
も
比
較
的
裕
福
で
あ
っ
た
上
層
後
進
カ
ー
ス
ト
農
民
で

あ
っ
た
（Sharm

a 2005: 964

）。
彼
ら
が
支
持
し
た
チ
ャ
ラ
ン
・
シ

ン
は
、
後
進
カ
ー
ス
ト
の
利
益
と
い
う
よ
り
は
、
農
民
の
利
益
の
実

現
を
強
く
打
ち
出
し
た
政
治
家
で
あ
り
、
後
進
カ
ー
ス
ト
農
民
も
、

留
保
政
策
の
実
現
と
と
も
に
自
作
農
重
視
の
政
策
を
支
持
し
た

（V
arshney 1995: 102-103

）。
ム
ル
ホ
村
で
も
、
管
井
戸
灌
漑
が

普
及
し
始
め
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
で
あ
っ
た＊

12

。
管
井

戸
灌
漑
の
導
入
に
よ
り
乾
期
作
（
ラ
ビ
作
）
で
小
麦
を
栽
培
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
雑
穀
・
豆
類
か
ら
、
よ
り
収
益
性

の
高
い
小
麦
へ
と
作
付
け
を
変
更
し
た
。
小
麦
の
品
種
改
良
も
普
及

し
た
こ
と
か
ら
穀
物
の
増
産
が
達
成
さ
れ
、
ヤ
ー
ダ
ヴ
を
中
心
と
す

る
自
作
農
は
次
第
に
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
時
に
見
逃
せ
な
い
の
が
、
マ
ン
ダ
ル
家
の
変
化
で
あ
る＊

13

。
一
九

八
〇
年
代
に
入
る
と
、
マ
ン
ダ
ル
家
は
農
業
経
営
へ
の
関
心
を
次
第

に
失
う
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
者
が
パ
ト
ナ
ー
や
デ
リ
ー
な
ど
の
都

市
に
居
を
構
え
て
専
門
職
な
ど
に
従
事
し
始
め
る＊

14

。
二
〇
〇
一
年
パ

ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
で
マ
ン
ダ
ル
家
出
身
の
村
長
を
破
っ
た
ラ
ー

ジ
・
キ
シ
ョ
ー
ル
・
ヤ
ー
ダ
ヴ
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
動
き
と
並
行
し

て
マ
ン
ダ
ル
家
は
農
地
を
次
第
に
手
放
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う＊

15

。

こ
の
こ
と
は
、
マ
ン
ダ
ル
家
の
ム
ル
ホ
村
に
お
け
る
経
済
力
の
低
下

を
意
味
し
、
裏
腹
に
ヤ
ー
ダ
ヴ
農
民
は
マ
ン
ダ
ル
家
か
ら
相
対
的
に

経
済
的
自
立
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
関
係

の
変
化
が
、
投
票
行
動
に
お
け
る
マ
ン
ダ
ル
家
離
れ
の
背
景
と
し
て

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
に
対
す
る
支
持
減
少
の
背
景
に
は
、
以
上

の
三
つ
の
要
因
が
存
在
し
た
。
マ
ン
ダ
ル
家
の
影
響
力
が
次
第
に
衰

え
て
い
く
な
か
で
、
象
徴
的
な
事
件
と
な
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
一
年

パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
の
第
九
三
次
憲

法
改
正
後
、
ビ
ハ
ー
ル
州
で
初
め
て
実
施
さ
れ
た
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ

ト
選
挙
で
、
マ
ン
ダ
ル
家
の
ス
バ
ー
シ
ュ
氏
は
、
対
抗
馬
と
な
っ
た

新
興
エ
リ
ー
ト
の
ラ
ー
ジ
・
キ
シ
ョ
ー
ル
・
ヤ
ー
ダ
ヴ
氏
に
わ
ず
か

二
票
差
で
敗
れ
る
。
二
〇
〇
一
年
選
挙
よ
り
行
政
村
の
人
口
が
最
低

五
〇
〇
〇
人
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ム
ル
ホ
村
は
北
隣
の
パ
ラ
リ

ア
村
と
合
併
し
た
。
選
挙
戦
に
お
い
て
は
、
パ
ラ
リ
ア
地
区
出
身
の

ラ
ー
ジ
・
キ
シ
ョ
ー
ル
・
ヤ
ー
ダ
ヴ
氏
が
パ
ラ
リ
ア
地
区
の
票
を
ま

と
め
た
の
に
対
し
、
ム
ル
ホ
地
区
は
候
補
者
が
乱
立
し
票
が
割
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
村
レ
ベ
ル
の

選
挙
で
も
勝
利
で
き
な
か
っ
た
事
実
は
、
マ
ン
ダ
ル
家
支
配
の
凋
落

を
示
す
に
十
分
で
あ
っ
た
。
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生産量：千トン
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図1　ビハール州における小麦の生産量・単位面積あたりの収穫量・作付け面積の推移

（出所）Indiastat（http://www.indiastat.com/default.aspx）

表6　ムルホ村投票行動（1980年州議会選挙）

（出所）現地調査（2004年2～5月、2005年2月）より筆者作成。
（注１）聞き取りを行った52人のうち、回答を得られた31人の投票
行動を記している。質問は、「1980年州議会選挙において、何党を
支持したか」という形で行った。候補者名についても適宜確認した。

（注2）CPMの活動家はCPMに投票したと述べたが、マデプラ州議
会選挙区からCPM候補は出馬していない。

（注3）「その他」に該当する政党はジャナター党であったが、マデプラ
州議会選挙区から立候補した旧ジャナター党候補のうち、JNP（SC）、
JNP（SR）、JNP（JP）のいずれに投票したのかは定かではなかった。

（略号）「その他後進」：ヤーダヴ以外の後進カースト。INC：インド国
民会議派（Indian National Congress）。JNP（SC）：ジャナター党（セ
キュラー：チャラン・シン派）。CPM：インド共産党（マルクス主義）

（Communist Party of India〔Marxist〕）。

カースト INC JNP（SC） CPM その他 合計
バラモン 1 1
ヤーダヴ 4 8 1 1 14
その他後進
カースト 2 1 3

指定カースト 10 10
ムスリム 3 3

合計 20 9 1 1 31
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れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
に
封
建
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
か
つ
て
ほ
ど

で
は
な
い
と
い
う
評
価
が
一
般
的
で
あ
る
。
マ
ン
ダ
ル
家
の
態
度
が

変
化
し
た
背
景
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ビ
ハ
ー
ル
州
政
治
の

変
化
に
加
え
て
、
自
身
の
政
治
力
が
低
下
し
た
と
い
う
認
識
が
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
る＊

16

。
こ
の
よ
う
な
マ
ン
ダ
ル
家
の
態
度
の
変
化

は
、
格
差
の
甚
だ
し
か
っ
た
ム
ル
ホ
村
の
社
会
関
係
が
、
相
対
的
に

平
等
な
方
向
へ
進
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
格
差
が
な
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
が
、
格
差
が
縮
小
し
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
選
挙
は
、
こ
の
格
差
の
縮
小
に
一
つ
の
役
割
を
果
た

し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

Ⅳ
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
が
も
た
ら
し
た

社
会
変
化

１
社
会
的
弱
者
層
の
地
位
の
変
化

こ
れ
ま
で
選
挙
が
ム
ル
ホ
村
の
社
会
に
与
え
た
影
響
を
、
マ
ン
ダ

ル
家
支
配
の
凋
落
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
て
き
た
。
本
節
で
は
マ

ン
ダ
ル
家
支
配
以
外
の
側
面
を
検
討
し
た
い
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う

に
、
村
社
会
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
と
い
う
観
点
か
ら
、
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
選
挙
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
。

最
初
に
検
討
す
る
の
は
、
社
会
的
弱
者
層
の
地
位
向
上
を
目
指
し

た
留
保
制
度
の
影
響
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
選
挙
で
は
、
指
定
カ
ー

ス
ト
／
部
族
に
対
す
る
留
保
以
外
に
、
女
性
に
対
す
る
留
保
枠
が
三

三
％
に
設
定
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
選
挙
で
は
、
ビ
ハ
ー
ル
州
独
自

の
制
度
と
し
て
、
女
性
の
留
保
枠
が
五
〇
％
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
一

方
で
、
最
後
進
階
級
（Extrem

e Backw
ard Classes

）
に
対
す
る

留
保
枠
が
新
た
に
二
〇
％
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
五
年
十

一
月
州
議
会
選
挙
で
勝
利
し
た
ニ
テ
ィ
ー
シ
ュ
・
ク
マ
ー
ル
政
権
の

肝
い
り
の
政
策
で
あ
っ
た＊

17

。

こ
れ
ら
選
挙
に
お
け
る
留
保
政
策
の
導
入
は
、
期
待
さ
れ
た
効
果

を
上
げ
た
だ
ろ
う
か
。
女
性
の
留
保
議
席
に
関
し
て
は
、
二
つ
の
見

方
が
あ
る
。
第
一
が
、
女
性
の
地
位
向
上
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な

い
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ム
ル
ホ
村
に
お
い
て
は
、
二

〇
〇
六
年
か
ら
村
長
ポ
ス
ト
が
女
性
留
保
議
席
の
対
象
と
な
っ
た
。

筆
者
は
村
長
本
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
何
度
も
試
み
た
が
、
家
の
中

か
ら
出
て
き
て
く
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
た
の
は
前
村
長
で
あ
り
夫
で
あ
る
ラ
ー
ジ
・
キ
シ
ョ
ー
ル
・
ヤ
ー

ダ
ヴ
氏
で
あ
っ
た
。
村
人
の
評
判
を
総
合
し
て
も
、
実
際
に
村
長
と

し
て
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
は
ラ
ー
ジ
・
キ
シ
ョ
ー
ル
・
ヤ
ー
ダ
ヴ

氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
女
性
留
保
／
最
後
進
階
級
留
保
の

両
枠
を
活
用
し
て
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
・
シ
ョ
ミ
テ
ィ（Panchayat 

Sam
iti

）
の
議
員
に
な
っ
た
Ａ
氏
も
、
筆
者
の
質
問
に
対
し
、
夫
の

方
が
よ
く
わ
か
る
の
で
夫
に
聞
い
て
く
れ
と
述
べ
る
ば
か
り
で

あ
っ
た＊

18

。
Ａ
氏
の
場
合
も
、
村
人
の
評
判
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
業
務

２
指
標
と
し
て
の
選
挙
の
力

こ
れ
ま
で
マ
ン
ダ
ル
家
支
配
の
凋
落
を
、
選
挙
結
果
を
通
じ
て
分

析
し
て
き
た
。
そ
れ
で
は
選
挙
結
果
以
外
の
指
標
で
、
マ
ン
ダ
ル
家

支
配
の
凋
落
を
示
す
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
マ
ン

ダ
ル
家
支
配
の
凋
落
を
村
人
が
認
識
で
き
る
指
標
は
存
在
す
る
だ
ろ

う
か
。

結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
選
挙
以
外
の
指
標
を
用
い
て
村
人
に
共
通

の
認
識
を
生
み
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
第
一
に
、
支
配
力
の
源

泉
の
一
つ
は
所
有
農
地
の
規
模
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
確
定
す
る
こ
と

は
大
変
に
難
し
い
。
ビ
ハ
ー
ル
州
に
お
い
て
は
、
ザ
ミ
ン
ダ
ー
リ
ー

制
廃
止
に
引
き
続
く
一
連
の
農
地
改
革
法
の
な
か
で
農
地
所
有
に
上

限
が
設
定
さ
れ
た
が
、
上
限
設
定
を
逃
れ
る
た
め
に
土
地
台
帳
へ
の

虚
偽
記
載
は
常
態
と
な
っ
た
（Jannuzi 1974: 77-90

）。
実
際
に
マ

ン
ダ
ル
家
の
ス
バ
ー
シ
ュ
氏
や
Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
に
農
地
所
有

規
模
を
尋
ね
て
も
、
法
定
上
限
通
り
の
回
答
し
か
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
村
人
に
マ
ン
ダ
ル
家
が
ム
ル
ホ
・
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
内
に

所
有
し
て
い
る
農
地
の
規
模
を
尋
ね
て
も
、
一
〇
〇
エ
ー
カ
ー
か
ら

七
〇
〇
エ
ー
カ
ー
ま
で
幅
が
あ
り
、
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
（
中

溝 

二
〇
一
二
：
六
一
―
六
二
）。
マ
ン
ダ
ル
家
の
所
有
農
地
が
減
少
し

た
と
い
う
認
識
は
共
有
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
不
確
実
性
の
高
い
状

況
で
は
、
支
配
の
凋
落
を
示
す
指
標
と
し
て
の
力
は
弱
い
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
小
作
契
約
の
増
減
や
、
借
金
の
有
無
な
ど
社
会
関
係
の

指
標
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
マ
ン
ダ
ル
家
と
直
接

関
係
を
切
り
結
ぶ
個
々
人
の
間
で
は
認
識
さ
れ
て
も
、
ム
ル
ホ
村
全

体
で
契
約
の
動
向
を
把
握
す
る
の
は
、
マ
ン
ダ
ル
家
以
外
の
人
間
に

と
っ
て
は
困
難
で
あ
る
。
村
人
に
共
通
の
認
識
を
生
み
出
す
指
標
と

し
て
の
力
は
、
所
有
農
地
と
同
じ
く
弱
い
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
・
経
済
的
指
標
の
力
が
弱
い
な
か
で
、
選
挙

結
果
と
い
う
指
標
の
力
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
選
挙
で
は
、
マ
ン
ダ

ル
家
の
候
補
を
支
持
す
る
か
否
か
が
端
的
に
問
わ
れ
、
し
か
も
そ
の

問
わ
れ
方
は
投
票
日
と
い
う
特
定
の
時
点
で
の
判
断
に
集
約
さ
れ

る
。
加
え
て
そ
の
結
果
は
得
票
数
と
い
う
数
字
で
、
誰
か
ら
見
て
も

明
ら
か
な
形
で
判
明
す
る
。
影
響
力
の
程
度
を
判
定
す
る
の
に
こ
れ

ほ
ど
適
し
た
指
標
は
な
い
。
実
際
に
、
村
人
が
マ
ン
ダ
ル
家
の
影
響

力
の
衰
退
を
語
る
際
に
用
い
る
指
標
は
、
所
有
農
地
の
減
少
で
も
な

く
、
小
作
契
約
の
減
少
で
も
な
く
、
州
議
会
選
挙
に
お
け
る
Ｍ
・

Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
の
敗
北
で
あ
り
、
村
長
選
挙
に
お
け
る
ス
バ
ー
シ
ュ

氏
の
敗
北
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
敗
北
を
通
し
て
初
め
て
村
人
は
マ

ン
ダ
ル
家
支
配
の
凋
落
を
認
識
し
、
こ
の
共
通
の
認
識
が
マ
ン
ダ
ル

家
の
威
信
を
さ
ら
に
低
下
さ
せ
る
効
果
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
選
挙
結
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
マ
ン
ダ
ル
家

支
配
の
凋
落
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
ム
ル
ホ
村
に
も
た
ら
し
た
で

あ
ろ
う
か
。
マ
ン
ダ
ル
家
は
大
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
と
し
て
の
社
会
・
経

済
的
影
響
力
か
ら
、
村
人
に
対
す
る
態
度
は
封
建
的
で
あ
る
と
評
さ
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２
紛
争
解
決
制
度
の
変
化

選
挙
に
基
づ
く
紛
争
解
決
制
度
の
導
入
も
、
新
し
い
変
化
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
村
で
揉
め
事
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
マ
ラ
ル

（M
arar

）
と
い
う
伝
統
的
な
調
停
者
が
解
決
を
担
っ
て
い
た＊

21

。
マ

ラ
ル
と
は
も
と
も
と
村
長
（Pradhan

）
の
意
で
、
世
襲
さ
れ
て
き

た
地
位
で
あ
る
。
現
在
の
ム
ル
ホ
村
は
一
三
の
集
落
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
は
マ
ラ
ル
が
存
在
す
る
と
い
う＊

22

。

筆
者
が
聞
き
取
り
を
行
っ
た
の
は
、
ブ
デ
ィ
集
落
の
マ
ラ
ル
Ｄ
氏
で

あ
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
Ｄ
氏
の
先
祖
は
ブ
デ
ィ
集
落
が
ジ
ャ
ン
グ

ル
だ
っ
た
時
代
か
ら
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
。

二
〇
〇
六
年
に
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
一
環
と
し
て
裁
判
制

度
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
は
、
紛
争
が
起
こ
る
と
当
事
者
の
申
し
出
に

応
じ
て
、
マ
ラ
ル
が
集
落
の
長
老
を
一
〇
人
ほ
ど
伴
っ
て
調
停
を

行
っ
て
い
た
。
案
件
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
一
例
と
し
て
借
金
の
調

停
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
あ
る
ム
ス
リ
ム
が
ヤ
ー
ダ
ヴ
か
ら
一
万
二

〇
〇
〇
ル
ピ
ー
を
借
金
し
た
が
、
な
か
な
か
返
済
し
な
い
た
め
、

ヤ
ー
ダ
ヴ
は
利
子
を
つ
け
て
二
万
四
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
の
返
済
を
要
求

し
た
。
利
子
が
高
い
と
考
え
た
ム
ス
リ
ム
の
要
請
に
応
じ
て
マ
ラ
ル

が
調
停
に
入
り
、
利
子
を
半
額
の
六
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
と
し
て
合
計
一

万
八
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
の
返
済
で
双
方
の
合
意
を
取
り
付
け
た
。
こ
の

よ
う
な
形
で
紛
争
の
調
停
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
新
裁
判
制
度
は
、
村

の
紛
争
解
決
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
だ
ろ
う
か
。
マ
ラ
ル

本
人
に
よ
れ
ば
、
新
制
度
導
入
以
降
も
、
マ
ラ
ル
の
仕
事
が
大
変
重

要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
法
的
な
権
限
を

持
っ
て
い
る
の
は
裁
判
長
だ
が
、
社
会
的
に
は
マ
ラ
ル
が
重
要
で
あ

り
、
マ
ラ
ル
な
し
に
は
紛
争
は
解
決
し
な
い
。
現
在
で
も
、
ブ
デ
ィ

集
落
に
か
か
わ
る
紛
争
が
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
裁
判
の
場
に
持
ち
込

ま
れ
た
と
き
に
は
、
マ
ラ
ル
は
裁
判
に
呼
ば
れ
、
解
決
策
を
提
示
す

る
と
い
う
。
こ
の
点
は
、
裁
判
長
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
も

確
認
で
き
、
今
で
も
紛
争
が
起
こ
る
と
、
マ
ラ
ル
の
意
見
を
求
め
て

解
決
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た＊

23

。

ブ
デ
ィ
集
落
の
マ
ラ
ル
は
、
単
に
マ
ラ
ル
と
し
て
存
在
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
く
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
制
度
の
な
か
に
も
根
を
下
ろ

し
て
い
る
。
義
理
の
娘
は
ブ
デ
ィ
集
落
が
位
置
す
る
第
七
ワ
ー
ド
の

ワ
ー
ド
・
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
甥
は
第
七
ワ
ー
ド
の
裁
判
官

（Panch

）
で
、
副
裁
判
長
も
務
め
て
い
る＊

24

。
マ
ラ
ル
は
、
マ
ラ
ル

と
し
て
伝
統
的
権
威
を
保
持
す
る
と
同
時
に
、
選
挙
を
戦
っ
て
勝
利

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
制
度
の
な
か
に
も
自
ら
の
足
場
を
築
い
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
ブ
デ
ィ
集
落
の
な
か
で
紛
争
が
起
こ
っ
た
際
に

は
、
ま
ず
マ
ラ
ル
の
と
こ
ろ
に
紛
争
が
持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
で
解
決

し
な
い
と
き
は
裁
判
官
を
務
め
る
甥
の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ
、
そ
れ
で

も
解
決
し
な
い
と
き
に
は
、
裁
判
長
の
も
と
に
送
ら
れ
裁
判
が
開
か

れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
裁
判
長
は
マ
ラ
ル
の
意
見
に

を
夫
が
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
留
保
議
席
は
女
性
の
地
位
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
選
挙
か
ら
導

入
さ
れ
た
村
の
紛
争
解
決
制
度
に
お
い
て
、
裁
判
長
（Sarpanch

）

と
な
っ
た
の
は
女
性
の
Ｂ
氏
で
あ
っ
た
。
Ｂ
氏
は
留
保
枠
を
評
価
し

て
お
り
、
女
性
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
男

性
の
裁
判
長
に
は
な
か
な
か
相
談
で
き
な
か
っ
た
女
性
も
相
談
に
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
、
紛
争
解
決
制
度
の
利
用
が
進
ん
で
い
る
と
指
摘

し
た＊

19

。
留
保
制
度
が
女
性
の
地
位
向
上
に
貢
献
し
た
と
い
う
評
価
を
裏
付

け
る
男
性
側
の
証
言
も
あ
る
。
ム
ス
リ
ム
男
性
に
よ
れ
ば
、
女
性
が

男
性
を
無
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
伝
統
が
崩
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た＊

20

。
裏
返
せ
ば
、
女
性
が
自
己
主
張
を
強
め
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
最
後
進
カ
ー
ス
ト
に
対
す
る
留
保
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
も
お
お
む
ね
最
後
進
カ
ー
ス
ト
の
地
位
向
上
に
貢
献
し
た

と
い
う
見
方
が
主
流
で
あ
る
。
先
述
の
Ａ
氏
も
、
本
人
に
限
っ
た
こ

と
で
は
あ
る
が
、
議
員
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
周
囲
の
尊
敬
を

集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
証
言
し
た
。
表
７
は
ビ
ハ
ー
ル
州
全
体
の

デ
ー
タ
で
あ
る
が
、「
留
保
制
度
に
関
す
る
知
識
な
し
」
と
回
答
し

た
者
が
全
体
の
六
六
％
強
に
上
る
も
の
の
、
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

表7　EBC留保制度がEBCの地位向上に果たした役割

（出所）2010年州議会選挙に関するアジア開発研究所（Asian Development Research Institute）とアジア経済研究所の
合同調査。

（注）本調査は、2010年ビハール州議会選挙において、マデプラ（Madhepura）、シワン（Siwan）、テガラ（Teghara）、
ボドガヤ（Bodhgaya）の4選挙区で行った出口調査に基づいている。総回答者数は1,264人である。括弧内は、所属カー
スト内での回答比率（％）を示している。たとえば、EBC留保制度がEBCの地位向上に大いに貢献したと回答した上位
カーストは40人であり、上位カースト総数（204人）の19.6％に当たる。

大いに貢献 一定程度貢献 まったく
影響なし 未回答 留保制度に関

する知識なし 全体

上位カースト 　　40（19.6）　　55（27.0） 14（6.9） 2（1.0） 93（45.6） 204
後進カースト 　　68（14.4）　　72（15.2） 25（5.3） 8（1.7） 300（63.4） 473
最後進カースト 　　23（9.1） 　　38（15.1） 6（2.4） 3（1.2） 185（73.4） 252
指定カースト／部族 　　13（7.4） 　　15（8.5） 3（1.7） 2（1.1） 143（81.3） 176
ムスリム 　　13（8.2） 　　19（11.9） 6（3.8） 2（1.3） 119（74.8） 159

合計 157（12.4） 199（15.7） 54（4.3） 17（1.3） 837（66.2） 1,264
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個
々
人
の
生
活
に
結
び
つ
い
た
利
益
誘
導
の
約
束
が
連
発
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
実
際
に
、
選
挙
結
果
に
よ
っ
て
個
々
人
の
生
活

は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
先
述
の
住
宅
建

設
を
約
束
さ
れ
た
指
定
カ
ー
ス
ト
は
、
投
票
し
た
村
長
候
補
者
が
当

選
し
た
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
住
宅
建
設
の
資
金
を
手
に
入
れ
た
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
観
点
か
ら
は
、
パ
ラ
リ
ア
地
区
出
身
の
村
長
が
在

任
中
は
、
ま
ず
パ
ラ
リ
ア
地
区
か
ら
電
柱
が
整
備
さ
れ
た
。
二
〇
一

一
年
選
挙
で
ム
ル
ホ
地
区
か
ら
村
長
が
選
出
さ
れ
る
と
、
今
度
は
ム

ル
ホ
地
区
の
道
路
が
舗
装
さ
れ
、
電
柱
が
次
々
と
敷
設
さ
れ
た
。
反

対
に
、
パ
ラ
リ
ア
地
区
の
道
路
は
、
維
持
費
が
十
分
に
配
分
さ
れ
て

い
な
い
た
め
か
、
二
〇
一
四
年
の
調
査
時
に
は
傷
み
が
か
な
り
目

立
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
選
挙
の
結
果
が
、
村
人
に
と
っ

て
重
要
な
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
そ
し
て
生
活
そ
の
も
の
に
直
結

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
生
活
が
か
か
っ
て
い
る
故
に
選
挙
戦
は

熾
烈
な
も
の
と
な
り
、
村
人
に
と
っ
て
選
挙
は
よ
り
重
要
な
意
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
バ
ー
ル
テ
ィ
は
、
ビ

ハ
ー
ル
州
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
よ
り
指
定
カ
ー
ス

ト
の
間
に
も
、
選
挙
に
参
加
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
広
ま
り
始
め
た
と
指
摘
す
る
（Bharti 1990

）。
ム
ル

ホ
村
の
事
例
で
は
な
い
が
、
筆
者
が
別
に
調
査
を
行
っ
た
ボ
ー
ジ
ュ

プ
ル
県
ベ
ラ
ウ
ー
ル
村
に
お
い
て
も
、
指
定
カ
ー
ス
ト
の
間
に
、
投

票
で
社
会
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
識
が
一
九
九
〇
年
代

に
入
っ
て
生
ま
れ
始
め
た
と
い
う＊

26

。

こ
の
よ
う
に
選
挙
が
生
活
の
改
善
に
と
っ
て
重
要
な
手
段
と
な
る

状
況
は
、
伝
統
的
支
配
者
が
村
長
と
な
る
こ
と
が
当
然
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
た
時
代
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
村
人
は
、
よ
り
よ
い
生

活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
実
現
を
約
束
す
る
候
補
者
に
競
っ
て

投
票
し
、
権
力
を
作
り
上
げ
る
。
権
力
の
定
期
的
交
代
を
制
度
的
に

保
障
し
た
選
挙
は
、
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
る
過
程
で
、
村
人
の
生
活

に
次
第
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。

Ⅴ
伝
統
を
破
る
力
と
し
て
の
選
挙

ム
ル
ホ
村
に
お
い
て
は
マ
ン
ダ
ル
家
が
支
配
者
と
し
て
君
臨
す
る

こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
り
、
ブ
デ
ィ
集
落
に
お
い
て
は
Ｄ
家
が
マ
ラ

ル
と
し
て
揉
め
事
の
調
停
を
行
う
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
。
多

く
の
人
に
と
っ
て
は
、
物
心
が
つ
い
た
頃
か
ら
マ
ン
ダ
ル
家
は
支
配

者
、
Ｄ
家
は
マ
ラ
ル
で
あ
り
、
彼
ら
の
正
統
性
の
根
拠
は
、
昔
か
ら

そ
う
で
あ
っ
た
、
も
し
く
は
そ
う
で
あ
っ
た
と
皆
が
考
え
る
伝
統
で

あ
っ
た
。

伝
統
と
は
全
く
異
な
る
正
統
性
原
理
を
与
え
た
の
が
、
平
等
原
則

に
基
づ
い
た
選
挙
で
あ
る
。
多
数
決
原
則
に
よ
り
、
伝
統
的
支
配
者

と
い
え
ど
も
多
数
を
獲
得
で
き
な
け
れ
ば
権
力
者
の
座
を
明
け
渡
し
、

マ
ラ
ル
と
い
え
ど
も
裁
判
長
に
当
選
し
な
け
れ
ば
、
村
に
お
け
る
最

従
っ
て
決
定
を
下
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
村
の
紛
争
解
決
の
あ
り
方
は
、
新
制
度
導
入
後
も
導

入
前
と
基
本
的
に
変
化
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
裁
判
長
、
マ
ラ
ル

双
方
と
も
、
そ
う
で
は
な
い
、
変
化
し
た
、
と
強
調
す
る
。
裁
判
長

に
よ
れ
ば
、
新
制
度
の
導
入
以
前
は
、
紛
争
が
起
こ
っ
た
と
き
に
村

人
は
ど
こ
に
紛
争
を
持
ち
込
め
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
新
制

度
導
入
後
は
、
村
人
は
紛
争
を
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
裁
判
に
持
ち
込

み
、
決
定
に
不
服
が
あ
れ
ば
上
級
審
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
村

人
の
権
利
意
識
は
向
上
し
、
自
ら
の
権
利
が
実
現
で
き
て
い
な
い
と

考
え
れ
ば
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
裁
判
長
が
、「
私
は
選
挙
で
選

ば
れ
た
正
統
性
を
有
し
て
い
る
」
と
主
張
す
る
よ
う
に＊

25

、
裁
判
長
は

伝
統
的
威
信
に
頼
る
マ
ラ
ル
と
は
異
な
っ
た
正
統
性
を
有
し
て
お

り
、
書
面
に
よ
る
裁
定
で
紛
争
を
解
決
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
新
制
度
は
、
伝
統
的
な
紛
争
解
決
の
方
法
と
比
較
し

て
、
よ
り
効
率
的
に
紛
争
を
解
決
す
る
力
を
有
し
て
お
り
、
人
々
の

権
利
意
識
を
向
上
さ
せ
る
効
果
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
変
化
を
マ
ラ
ル
に
語
ら
せ
る
と
、
評
価
は
正
反
対
に
な
る
。

彼
に
よ
る
と
、
新
制
度
の
導
入
は
紛
争
解
決
の
手
続
き
を
複
雑
に

し
、
裁
判
官
は
紛
争
解
決
に
当
た
っ
て
賄
賂
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昔
は
マ
ラ
ル
の
決
定
に
皆
従
い
、
従
わ
な
い
場
合
は
村
八
分
な
ど
の

社
会
的
制
裁
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
決
定
に
不
服
だ
と
上
級

審
に
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
紛
争
調
停
の
コ
ス
ト
が

か
さ
む
よ
う
に
な
っ
た
。
訴
え
ら
れ
た
方
は
傲
慢
に
な
り
、
マ
ラ
ル

に
よ
り
罰
が
科
さ
れ
る
と
、
警
察
に
賄
賂
を
渡
し
て
マ
ラ
ル
を
逮
捕

さ
せ
る
よ
う
な
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
る

た
め
、
裁
判
官
は
マ
ラ
ル
と
異
な
り
、
誰
が
本
当
の
犠
牲
者
な
の
か

探
ろ
う
と
し
な
い
。
そ
の
結
果
、
社
会
は
腐
敗
し
、
新
制
度
は
社
会

の
調
和
を
大
き
く
乱
す
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
ラ
ル
に
よ
れ
ば
旧
制
度

の
ほ
う
が
新
制
度
よ
り
格
段
に
優
れ
て
い
た
、
と
い
う
評
価
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
制
度
の
導
入
は
、
村
の
紛
争
解
決
の
仕
組
み
を

大
き
く
変
え
た
。
選
挙
で
選
ば
れ
た
裁
判
官
、
そ
し
て
裁
判
長
が
紛

争
解
決
の
任
に
当
た
り
、
裁
定
に
不
服
の
場
合
は
上
級
審
に
訴
え
ら

れ
る
と
い
う
制
度
は
、
伝
統
的
な
紛
争
解
決
の
手
法
と
ま
っ
た
く
異

な
っ
て
い
る
。
マ
ラ
ル
が
裁
定
を
行
い
、
裁
定
に
従
う
こ
と
が
村
八

分
と
い
う
制
裁
の
脅
し
に
よ
り
強
要
さ
れ
た
時
代
は
、
マ
ラ
ル
の
言

う
よ
う
に
外
観
は
調
和
が
取
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
裁
定
に

不
満
な
当
事
者
に
し
て
み
れ
ば
、
権
利
を
実
現
す
る
自
由
を
奪
わ
れ

て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
マ
ラ
ル
と
い
う
伝
統
的
権
威
に
対
抗
で
き

る
の
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
と
い
う
正
統
性
で
あ
り
、
こ
の

正
統
性
が
村
の
紛
争
解
決
の
仕
組
み
を
大
き
く
変
え
た
と
指
摘
で
き

る
。３

生
活
の
変
化

選
挙
は
村
人
の
生
活
も
変
え
る
。
選
挙
が
競
合
度
を
増
す
ほ
ど

に
、
冒
頭
の
住
宅
建
設
の
約
束
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
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◉
注

＊ 

1 

イ
ン
ド
は
一
九
四
七
年
の
独
立
以
来
、
一
九
七
五
年
か
ら
七
七
年

に
か
け
て
二
年
弱
に
及
ぶ
非
常
事
態
体
制
期
を
除
き
、
一
貫
し
て
民
主

制
を
維
持
し
て
き
た
。
民
主
制
の
基
準
の
一
つ
と
し
て
よ
く
参
照
さ
れ

る
ダ
ー
ル
の
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
に
従
う
と
（D

ahl 1971: 248

）、
正
ポ
リ

ア
ー
キ
ー
の
う
ち
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
以
外
で
民
主
制
を
維
持
し
た
国

は
、
イ
ン
ド
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

ゴ
の
四
ヶ
国
に
す
ぎ
な
い
。
イ
ン
ド
の
例
外
性
を
示
す
一
つ
の
指
標
と

言
え
る
。

＊ 

2 

ム
ル
ホ
村
、
Ｋ
氏
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
四
年
二
月

二
八
日
）。

＊ 

3 

ム
ル
ホ
村
、
Ｌ
氏
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
〇
四
年
四
月
）。

＊ 

4 

ム
ル
ホ
村
、
Ｌ
氏
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
四
年
二
月

二
七
日
）。
現
在
の
村
長
は
、
次
回
の
二
〇
一
六
年
選
挙
で
再
選
さ
れ

れ
ば
、
貧
困
層
と
認
定
す
る
と
彼
に
約
束
し
た
。

＊ 

5 

カ
ー
ス
ト
制
度
に
関
す
る
三
要
素
へ
の
整
理
は
、
東
京
大
学
比
較

現
代
政
治
研
究
会
（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
二
二
日
）
に
お
け
る
竹
中
千

春
・
立
教
大
学
教
授
の
示
唆
に
よ
る
。
ラ
ジ
ニ
・
コ
タ
リ
は
、
カ
ー
ス

ト
と
政
治
の
か
か
わ
り
に
関
連
し
て
、
カ
ー
ス
ト
の
機
能
を
、
①
世
俗

的
側
面
、
②
統
合
的
側
面
、
③
意
識
的
側
面
の
三
つ
の
観
点
か
ら
整
理

し
て
い
る
（K

othari 1970: 8-13

）。
こ
れ
ら
は
、
本
文
中
に
記
述
し

た
第
二
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
側
面
、
第
三
の
利
益
集
団
の
側
面
に

ほ
ぼ
対
応
す
る
。

＊ 

6 

一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
イ
ン
ド
人
類
学
考
査
局
編
集
の

India

�s Com
m

unies

シ
リ
ー
ズ
は
、全
イ
ン
ド
で
二
三
八
四
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
確
認
し
、
一
九
八
〇
年
に
提
出
さ
れ
た
第
二
次
後
進
諸
階

級
委
員
会
報
告
は
、「
そ
の
他
後
進
諸
階
級
」
と
し
て
三
七
四
三
の
カ
ー

ス
ト
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
認
定
し
た
。
中
溝
（
二
〇
一
二
：
六
九
―

七
〇
）
を
参
照
の
こ
と
。
と
り
わ
け
、
注
２
を
参
照
の
こ
と
。

＊ 

7 

筆
者
は
ム
ル
ホ
村
に
お
い
て
、
二
〇
〇
四
年
下
院
総
選
挙
以
来
現

在
に
至
る
ま
で
、
継
続
的
に
パ
ネ
ル
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四

年
下
院
総
選
挙
の
際
は
、
同
年
二
月
か
ら
同
年
五
月
に
か
け
て
、
二
〇

〇
五
年
二
月
州
議
会
選
挙
の
際
は
、
同
年
二
月
に
調
査
を
行
っ
た
。
二

〇
〇
九
年
下
院
総
選
挙
の
際
は
、
同
年
五
月
に
、
二
〇
一
〇
年
州
議
会

選
挙
の
際
は
、
同
年
一
〇
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
調
査
を
行
っ
た
。

二
〇
一
四
年
下
院
総
選
挙
の
際
も
、
同
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
予

備
調
査
を
行
っ
た
後
、
同
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
調
査
を
行
っ

た
。
選
挙
期
間
以
外
に
も
、
二
〇
一
一
年
九
月
に
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
調
査
の
対
象
と
な
る
ム
ル
ホ
村
は
、
正
式
に
は
ム
ル
ホ
・
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
（
行
政
村
）
と
な
る
が
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
は
日
本

で
は
な
じ
み
の
な
い
用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
、
村
と
表
記
す

る
。
行
政
村
は
、
通
常
い
く
つ
か
の
自
然
村
（Gaon

）
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、
ビ
ハ
ー
ル
州
の
場
合
は
、
最
低
人
口
が
五
〇
〇
〇
人
と
さ
れ

て
い
る
。
自
然
村
は
日
本
の
概
念
で
は
集
落
に
近
い
の
で
、
本
稿
で
は

集
落
と
表
記
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
同
じ
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
に
所

属
す
る
が
、
い
く
つ
か
の
集
落
が
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
る
場
合
を
、

地
区
と
表
記
す
る
。
ム
ル
ホ
村
に
は
、
ム
ル
ホ
地
区
と
パ
ラ
リ
ア
地
区

が
存
在
す
る
。

＊ 

8 

プ
ラ
バ
ー
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
マ
ン
ダ
ル
教
授
（Bihar 

U
niversity

）
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
（
二
〇
〇
四
年
二
月

一
五
日
）。

＊ 

9 

ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
が
、
地
租
収
入
を

終
的
な
調
停
者
の
立
場
を
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

制
度
は
、
政
治
・
経
済
・
社
会
的
な
格
差
の
存
在
を
常
態
と
す
る
伝

統
的
社
会
の
原
理
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
原
則
に
基
づ
い
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
ム
ル
ホ
村
の
事
例
か
ら
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
平
等

原
則
に
基
づ
く
選
挙
の
導
入
は
、
伝
統
的
社
会
を
大
き
く
変
え
て
き

た
。
マ
ン
ダ
ル
家
の
支
配
は
選
挙
を
通
じ
て
衰
退
し
、
マ
ラ
ル
の
権

威
は
選
挙
に
よ
っ
て
裁
判
長
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
留
保
制
度
の

導
入
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
社
会
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
の
代

表
が
誕
生
し
、
最
後
進
カ
ー
ス
ト
や
指
定
カ
ー
ス
ト
／
部
族
が
村
長

に
就
任
す
る
道
が
開
け
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
社
会
的
下
層
階
層

の
政
治
意
識
は
向
上
し
、
紛
争
解
決
の
制
度
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
権

利
意
識
が
芽
生
え
て
い
っ
た
。

伝
統
的
支
配
階
層
も
こ
れ
ら
の
変
化
を
た
だ
黙
視
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。
マ
ン
ダ
ル
家
は
政
治
権
力
を
あ
き
ら
め
ず
、
二
〇
〇
五

年
に
は
Ｍ
・
Ｋ
・
マ
ン
ダ
ル
氏
が
つ
い
に
州
議
会
議
員
に
当
選
す

る
。
ス
バ
ー
シ
ュ
氏
は
、
自
ら
が
村
長
に
返
り
咲
く
こ
と
は
断
念
し

た
が
、
二
〇
一
一
年
選
挙
で
は
ム
ル
ホ
地
区
か
ら
立
候
補
し
た
現
村

長
を
支
援
し
、
影
響
力
を
温
存
し
て
い
る
。
マ
ラ
ル
は
す
で
に
見
た

よ
う
に
、
ワ
ー
ド
・
メ
ン
バ
ー
、
裁
判
官
の
地
位
を
確
保
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
勢
力
も
、
選
挙
と
い
う
新
し
い
制
度
に
適

応
し
な
が
ら
影
響
力
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

冒
頭
の
問
い
に
戻
ろ
う
。
選
挙
は
社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た

か
。
ム
ル
ホ
村
の
事
例
か
ら
、
三
つ
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
権
力

と
権
威
の
正
統
性
原
理
を
、
伝
統
か
ら
個
々
人
の
平
等
性
に
変
え

た
。
こ
れ
は
不
平
等
を
前
提
と
し
た
伝
統
的
社
会
に
お
い
て
は
、
革

命
的
な
変
化
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
正
統
性
原
理
の
転
換
に
伴
い
、

現
実
に
権
力
者
が
交
代
し
た
。
村
長
は
、
二
〇
〇
一
年
に
大
地
主
か

ら
新
興
エ
リ
ー
ト
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
二
〇
一
一
年
に
は
階
級
的

に
は
中
農
に
属
す
る
獣
医
が
現
在
の
村
長
を
務
め
る
。
裁
判
長
は
、

マ
ラ
ル
か
ら
識
字
率
向
上
運
動
の
活
動
家
へ
と
変
わ
っ
た
。
最
後
に
、

代
表
の
交
代
は
、
村
の
社
会
関
係
を
よ
り
平
等
な
関
係
に
変
化
さ
せ

た
。
マ
ン
ダ
ル
家
支
配
の
衰
退
は
も
と
も
と
存
在
し
た
村
社
会
の
格

差
を
相
対
的
に
縮
小
し
、
最
後
進
カ
ー
ス
ト
、
指
定
カ
ー
ス
ト
、
女

性
に
対
す
る
留
保
枠
の
設
定
は
、
こ
れ
ら
社
会
的
弱
者
の
権
利
意
識

を
芽
生
え
さ
せ
、
彼
ら
も
次
第
に
声
を
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
平
等
な
社
会
が
実
現
し
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
伝
統
的
支
配
層
は
依
然
と
し
て
権
力
を

温
存
し
、
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
格
差
は
厳
然
と
し
て
存
在
す

る
。
し
か
し
、
平
等
原
則
に
基
づ
い
た
選
挙
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
格
差
は
縮
小
す
る
方
向
へ
動
き
始
め
て
い

る
。
永
久
革
命
と
し
て
の
民
主
主
義
を
支
え
る
重
要
な
制
度
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
選
挙
が
社
会
を
不
断
に
変
え
て
い
く
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
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で
選
出
さ
れ
る
。
ワ
ー
ド
・
メ
ン
バ
ー
は
、
村
長
の
下
で
村
行
政
の
補

佐
を
行
い
、
裁
判
官
は
、
裁
判
長
の
下
で
裁
判
官
と
し
て
紛
争
解
決
に

従
事
す
る
。

＊ 

25 

裁
判
長
で
あ
る
Ｂ
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
四
年
二
月
二

七
日
）。

＊ 

26 

ビ
ハ
ー
ル
州
ボ
ー
ジ
ュ
プ
ル
県
ベ
ラ
ウ
ー
ル
村
に
お
け
る
、
指
定

カ
ー
ス
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
〇
三
年
八
月
二
七
日
）。

◉
参
考
文
献

小
谷
汪
之
（
二
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〇
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）「
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史
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」
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汪
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編
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現
代
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会
・
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化
・
ジ
ェ
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ダ
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